
［成果情報名］ツバキ油に添加する甘夏エッセンスの最適採取時期および添加濃度

ツバキ油に添加する甘夏エッセンスの採取時期は、着色初期が最適であり、添加［要約］

するエッセンスの濃度は、0.5～1.0%が良い。
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［背景・ねらい］

長崎県のツバキ油生産量は全国２位であり、そのほとんどが五島列島で生産されてい

る。ツバキ油は、整髪料として一定の評価を得ているが、若い女性には「独特の臭いが

ある 「べたつく」などの理由から敬遠されがちである。そこで今回、若い女性を対」、

象に、五島産のツバキ油に、同地域で栽培されている甘夏の果皮から抽出したエッセン

スを添加したハンドオイルを作成する。

本研究では、ツバキ油の独特の臭いを軽減するため、ツバキ油に添加する甘夏エッセ

ンスの最適な採取時期および添加濃度を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．甘夏の果皮から取れるエッセンスの抽出率は果実肥大中期～後期採取では0.3%と低

く、着色初期採取で0.34%となり、成熟初期採取で0.45%と最も高くなる（図１ 。）

２．ツバキ油に甘夏のエッセンスを添加した際の香りは、果実肥大中期～着色初期に採

取したものが良い。成熟初期に採取したものは香りが薄くなり評価が低く、成熟中

期に採取したものは過熟臭が強くなり評価が低い（表 。）

３．ツバキ油に添加した際の香りと抽出率の面から総合的に判断すると、甘夏エッセン

スの最適な採取時期は着色初期である。

４．ツバキ油に添加するエッセンスの濃度は、0.5～1.0%が良い（図２ 。）

［成果の活用面・留意点］

・果実肥大中期～後期の甘夏の果実は小さく、果皮は固いため、皮むき作業に手間がか

かる。

・果実肥大中期～後期の甘夏の果汁は苦みが強いため、将来加工利用を検討する際困難

である。



［具体的データ］

表 甘夏の採取時期と香りの評価

採取時期 生育ステージ 評 価 概 評

9月19日 果実肥大中期 3.2 良 好

10月16日 果実肥大後期 2.9 良 好

11月19日 着 色 初 期 3.0 良 好

12月19日 成 熟 初 期 2.7 香りが薄い

1月22日 成 熟 中 期 1.5 過熟臭あり

評価は農林試験場及び病害虫防除所女性職員１7名の平均。
良い：4点、やや良い：3点、やや劣る：2点、劣る：1点。
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図２ エッセンス添加濃度と官能評価

官能評価は新上五島町女性職員１２名の平均。
１位：4点、2位：3点、3位：2点、4位：1点。
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